
鎌倉市における戸別収集のあり方について方針（素案）の説明会概要 

令和 6 年 2 月 28 日（水）10 時 30 分から 11 時 40 分 鎌倉生涯学習センター2 階ホール 

参加者 21 名 

１ごみ減量対策課担当課長挨拶 

２方針（素案）の説明 

３質疑応答 

 

Ｑ 紙おむつの出し方はどのようになるのか。 

Ａ ご用意いただくごみ箱の中に、紙おむつ単独を透明・半透明の袋に入れて出していただ

くことを想定している。なお、排出日は現在と同様、燃やすごみの収集日の想定である。 

 

Ｑ コストの説明について、＊2 H27 積算額 7.2 億円→R5 積算額 5.5 億円（▲1.7 億円）

この見積額が減ったというのは本当なのか。 

Ａ 運転手 1 名と作業員２名の 3 人乗車や、軽自動車による効率的な収集体制の構築など

で 5.5 億円まで抑制した。 

 

Ｑ 現在は、燃やすごみだけの試算であるが、全品目に拡大した場合コストはどうなるのか。 

Ａ まずは、ノウハウの蓄積のため燃やすごみからと考えており、現時点で全体経費はお示

しできない。 

 

Ｑ 有料袋の値段は下がらないのか。 

Ａ 有料袋の価格変更は考えていない。 

 

Ｑ コストの説明について、有料袋の歳入 1.9 億円を使用し戸別収集の実質負担額は７千万

円という説明だが、これは実質負担と言えるのか。 

Ａ 戸別収集の実施に伴い生じる負担額は 2.6 億円であるが、市としては有料袋の歳入 1.9

億円を充当し実質負担額は７千万円で収まると考えている。 

 

Q 戸別収集になることでごみが減量するとは思わない。 

A 組成調査の結果、資源物の混入割合は約 24％となっている。燃やすごみの減量効果は、

モデル事業時の結果は 10％、有料化を行っていない他市も 16～17％と確認している。戸別

収集になると誰が出したごみなのかが明確になるため分別意識が働き、ごみの減量に繋が

る。また、分別が間違っており収集できなかった場合にも指導しやすい状況となる。 

 

Ｑ 軽自動車を活用した収集を行うということだが、今の時代に人・車を増やすなど現実的

に可能なのか。 



Ａ 確かに難しくなっていると聞いている。だが、実施がさらに先になってしまうとより一

層準備がしづらくなってしまうことも考えられることから、今のうちから少しでも早く実

施に向けて取り組んでいきたいと思っている。 

 

Ｑ 市内の全クリーンステーション（以下、CS という。）数とトラブルになっているという

連絡があった CS の件数は。 

Ａ 全 CS 数は 5,160 箇所。令和５年度上半期にダメシールを貼った件数は 2,842 件であっ

た。職員が随時状況を確認しに行く CS は 300 箇所あり、また、事業者のヒアリングでは１

週間で 400 箇所の CS で清掃対応を行っているとの事だった。 

 

Ｑ 事業者との契約期間は。 

Ａ 複数年の契約を想定している。なお、現在 GPS を収集車に搭載中であり、最適なルー

トの構築を行っている。仮に業者が変わった場合にもスムーズに作業を行えるようにする。 

 

Ｑ ふれあい収集の件数の推移は。 

Ａ 過去数年間の推移は現在持ち合わせていないが、最新の件数は約 600 件である。 

 

Ｑ ダメシールを貼ったごみは回収しないか。 

Ａ 回収しない。 

 

Ｑ 現在は、ダメシールの貼られたごみが CS に何日間も残されている場合、クリーンセン

ターの職員が回収に来てくれていたが、これからはそういうことはしてもらえないのか。 

A 排出者が明確になるため回収しないこととなる。 

 

Q 戸別収集になるのは燃やすごみだけなのか。他の品目はやってもらえないのか。 

A まずは燃やすごみから戸別収集を開始する。その間は、他の品目は従来通り CS で回収

する。 

 

Q モデル事業の際に何故全市展開できなかったのか。当時一番課題となっていたことはど

のようなことなのか。 

A 当時はごみの減量が目的であり、必要経費に対する減量効果が少ないということで市民

理解を得ることが出来なかった。今回は、CS 収集における負担軽減を目的としており、目

的がモデル事業時と変わっている。 

 

Q 葉山町が戸別収集を始めた時はどのようにして開始したのか。  

A 葉山町は３ステップで開始した。一部のエリアでモデル事業→モデル地区拡大→全市展



開となった。葉山町では、３品目を戸別収集しており、残りの品目は資源ステーションに排

出をしている。 

戸別収集の導入により資源ステーション数が半減したと聞いている。 

 

Q 全品目戸別収集にしてほしい。葉山町がCSを残しているのは何かメリットがあるのか。 

A 資源回収の拠点を減らすことにより、収集時間が短くなり、その分戸別収集に人員を割

くことができる、と葉山町のヒアリングで聞いている。 

なお、鎌倉市では戸別収集を導入することを理由に、CS 数を減らすという考えは今の所無

い。 


